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　公益社団法人日本化学会の平成２３年度重点活動基本方針は

１６項目にわたるが、産学交流活動の実質化、日化協その他主

要化学系企業団体との新たな連携の構築、新規秋季事業（ＣＳＪ

化学フェスタ）、化学の夢・ロードマップ作成、国際・アジア

連携強化、会員増強など産学連携協力を意図し期待したもの

が多く含まれている。日本化学会は世界有数の化学系学会と

して、我が国の科学・技術の発信、評価、社会還元、普及・啓発、

人材育成、情報提供、国際交流、知財の保護などを通して、わが国の化学者・技術者と持続的社

会の発展のために最大限貢献できるよう尽力する表明をした。グローバル大競争時代の今日、わ

が国のＳｕｓｔａｉｎａｂｉｌｉｔｙの指標である政治・政策力、経済・産業競争力、科学・技術力、教育力な

どの強化発展において、政策提言も含めて日本化学工業協会と日本化学会が連携協力することの

意義は大変大きい。

　資源・エネルギーに乏しく、少子高齢化・食糧・新興再興感染症・災害多発・環境など多くの

課題を抱えた我が国が有限の地球上で生き残りをかけ、国際的な大競争時代に勝ち、豊かな持続

的社会を構築し、また、先進国の中でプレゼンスを高め国際貢献を果たすことができるのは、世

界を先導する科学・技術のお陰といえる。化学は、これら多くの喫緊の国家課題に応えることが

できる。化学がリードして科学・技術による力強い日本の構築と産業の発展が望まれ、それは２１

世紀のわが国の新たなプレゼンスを構築する一つの方策と考える。そのためには、化学・技術に

おいて世界最先端（Ｎｏ. １）と多くの優れた分野（多様な頂を持つ連山）を持つことが重要である。

また同時に、産学の実質的連携強化により産学の若手人材育成・教育の強化を行うことも求めら

れる。

　化学はそれ自身重要なディシプリンとして、一方で多くの分野の発展を支える基盤科学・技術

として大きな役割を果たしており、科学技術の発見・発明の約２０％は化学の貢献によるとされ、

化学は２１世紀のＣｅｎｔｒａｌ Ｓｃｉｅｎｃｅとして、科学・技術による力強い日本の構築と持続的人類社会

の発展に貢献できると期待されている (Ｎａｔｕｒｅ誌 ２０１１年、 ｐ４６９)。しかし、本当に科学者・技術

者或いは国民は化学がセントラルサイエンスと思っているのか？化学は他分野の必須の科学・技

術的基盤だと認められているのか？化学は物質観をもち「ものをつくれる」唯一の学問だと考え

られているのか？残念ながらどれもＮＯと言わざるを得ない。多くの他の分野では化学を自分達の

分野での部品の科学・技術と思い、また必要に応じ買える科学技術だと思うだけで化学・化学技

術をセントラルサイエンスとか必須の科学・技術的基盤だとは思ってはいないし、「化学物質」と

いう言葉は環境汚染毒物質の枕詞として長いこと使われ、政治家や国民のいう「ものづくり」と

は自動車、ロボット、スマートフォン、ＴＶ、橋・建築設計などであり、化学界の中での通念とは

乖離している。その状況下で化学の価値と存在感をどのように示すかが問われている。産学が連

携協力して、持続可能な社会に向けた新たな化学・技術の創成と多様な課題への弛まぬ化学の挑戦、

それらを支え予測困難な問題にも対応できる人材の育成に、最大限の努力と責務を共有する必要

がある。

　先端科学・先進技術は、長い進化の過程で人間だけが獲得した「心の文化」といえる知的活動

である。その中心的基盤として化学・化学技術があり、化学の一層の振興と社会への幅広い普及・

啓発を図り、我が国の科学・技術が一層振興し、持続可能な社会を支える人材の育成と増進が図

られ、我が国の力強い輝く将来が構築されることを願う。

弛まぬ化学の挑戦と産学連携の
実質化に向けて

VOICE

公益社団法人 日本化学会 会長

岩澤　康裕
（電気通信大学燃料電池イノベーション研究センター長・特任教授、

東京大学名誉教授）
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　化学人材育成プログラム協議会は、２０１１年９月９日
（金）と９月１３日（火）、それぞれ東京と大阪の会場
で「化学人材育成プログラム協議会シンポジウム」を
開催しました。「化学人材育成プログラム」は、産業
界のニーズに合致した博士後期課程等のカリキュラム
を整えた専攻等を選定し、選定された専攻等へ進学す
る優秀な学生に対して産業界として奨学金を含む様々
な支援を行うプログラムです。本プログラムでは、化
学産業界と大学院との間で現場レベルの人材交流を活
発にし、相互の理解を深めることが何より重要と考え
ています。また大学側にも産業界との交流を求める声
が多くあります。今回のシンポジウムはこれらの要望
に応える目的で開催されました。
　シンポジウムは、化学産業界、中央官庁、支援対象
大学院専攻それぞれによる講演と講演者全員によるパ
ネルディスカッションの４部構成で行われました。
　シンポジウムの冒頭、東京会場では、藤吉建二 化
学人材育成プログラム協議会会長（三井化学会長）か
ら、大阪会場では、杉下秀幸 同協議会会長代行（宇部
興産常務執行役員）から、開会の挨拶として、本シン
ポジウムに対する期待が述べられました。
　化学産業界からは、「化学産業界からの期待とメッ
セージ」として、東京会場では露木滋 三菱ケミカル
ホールディングス取締役専務執行役員が、大阪会場で
は八浪哲二 ダイセル代表取締役専務執行役員が、高度
人材の必要性を強く訴え、産業界の大きな期待感を示
しました。
　中央官庁からは、まず、福田敦史 経済産業省（前）
機能性化学品室長（東京会場）と山崎知巳 機能性化学
品室長（大阪会場）から、化学人材育成プログラムの
設立経緯や主旨などが説明されました。引き続き、樋
口聰 文部科学省大学改革推進室長からは、博士人材育
成カリキュラムの改革推進における産学連携の重要性
が述べられました。
　第１回審査で支援対象に選定された大学院専攻から

は、博士課程の教育カリキュラムについて各大学独自
の工夫を凝らした実践的改革事例が紹介されました。
東京会場では、安藤慎治 東京工業大学教授、大越慎一 
東京大学教授、平尾雅彦 東京大学教授、そして桐村光
太郎 早稲田大学教授から、大阪会場では、関修平 大阪
大学教授、瀬川浩司 東京大学教授、北條純一 九州大学
教授、そして河合壯 奈良先端科学技術大学院大学教授
からご講演をいただきました。
　パネルディスカッションでは、事前にモデレーター
からパネラー（講演者全員）に議論の視点が提案され
ました。東京会場の安藤教授は、各専攻が博士人材育
成改革を始めた際の動機・問題意識を、大阪会場の関
教授は、強くしなやかな博士人材を育成するために大
学の博士課程教育で何ができるかを問いました。それ
らを切り口にパネラーと聴衆が活発に議論を展開し、
化学人材育成プログラムの目指すべき方向性について
共通の理解が深められました。
　今回のシンポジウムでは、東京会場には約１２０名、大
阪会場には約８０名の産官学関係者が一同に集いました
が、他産業に例を見ない画期的な取り組みに、博士人
材育成や産学連携に関わる全学組織など、化学だけで
はなく他分野からの参加も目立ち、関心の高さがうか
がわれました。
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物流緊急訓練

アジアから世界市場へ展開を図っています。一方、他の分野
での事業拡大も進めており、国内の他、台湾、韓国、中国に
ガス事業の拠点を置き、電子材料向けのエレクトロニクス・
ガスの伸長に注力しています。化学品事業分野では有機合成、
ポリマー重合、微粒子化等の基盤技術を活かし、高機能品の
拡充を図っています。
——企業理念、経営方針は？
長田　住友の事業精神に基づいて営業活動を行うことを旨と
し、「当社グループは、社会との共存共栄を基本方針とし、
化学の分野で世界に通じる独創的な技術を開発し、特色のあ
る質の高い製品を国内外へ供給することにより、社会に貢献
する」という経営方針を掲げています。

言葉よりも実質的な活動

——レスポンシブル・ケア導入に至る経緯を教えてください。
長田　１９９５年、ＪＲＣＣ発足と同時に加入しました。当時は
設立に関わった大手企業を範とし、勉強させていただくとい
う考え方でしたね。ただし、導入時はレスポンシブル・ケア
という言葉は一切、用いませんでした。ちょうどＩＳＯの認証
取得を進めていた時期でもあり、混乱を避けるといった意味
もあったと思います。以前から環境・安全活動においては
年度計画を策定しており、それに基づいてＰＤＣＡサイクルを
回していくという形を採りました。このような方法で進めた
ことにより、実質的な活動がスムーズに浸透、定着していっ
たと感じています。現在のＲＣ委員会、ＲＣ室といった名称も
２００５年頃に変更したものです。
——活動内容に変化はありましたか。
長田　ＰＲＴＲやイエローカード、ＭＳＤＳ等、ＪＲＣＣからの情
報提供、指導により、活動が充実したと思います。パフォー
マンスデータを積み上げることで目標・計画の達成度合いも
判り易くなりました。自主管理活動と言いながら、ＪＲＣＣに
引っ張っていただいた部分は多々あると思っています。また、
それまでの環境保安部と工場を中心とした活動から、社長自
らのトップダウンによる全社的な展開に移行したことも大き
な変化でしたね。
——苦労した点は何ですか。

吸水性樹脂が事業の柱

——住友精化の特徴を聞かせてください。
長田　当社は１９４４年に住友化学工業㈱と㈱多木製肥所の共
同出資により、住友多木化学工業㈱という肥料メーカーとし
て設立されました。その後、別府化学工業㈱、製鉄化学工業
㈱と社名を変更し、１９８９年に住友精化㈱となり現在に至っ
ています。肥料事業から徐々にファインケミカルにシフトし
ていき、１９８０年代初めには吸水性樹脂事業がスタートしま
した。２０１１年３月期の売上高は６４６億円、そのうち約半分
を吸水性樹脂事業が占め、化学品事業が３割弱、ガス・エン
ジニアリング事業が２割弱となっています。現在の輸出割合
は４〜５割ですが、将来的には６〜７割まで伸ばしたいと考
えています。別府工場、姫路工場、千葉工場の３拠点体制で、
従業員は連結ベースで１,０８１人です。
——吸水性樹脂の主な用途としては、紙おむつが浮かびます
が…。
長田　そうですね。吸水性樹脂の生産は国内とシンガポール、
ヨーロッパ（委託）の３拠点体制としていますが、国内市場
は成熟しており、中国、インドなどの今後成長が見込まれる

新しい技術によるプロセ　 スの改善を通じて、環境に配慮した

ものづくりを実現してい　 きたいと考えています。

執行役員　知的財産、品質保証担当、RC室長　長田　学さん

住友精化株式会社
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地域の方々による防災訓練見学

意見交換会

長田　一番大変だったのは、ＰＲＴＲに関する数値データの集
約でしょうか。かなり手間の掛かる作業でしたが、当時の環
境保安部が技術部門のサポートを受けながら極力、現場に負
担を掛けない形で進めました。その他にも文書化等で工場の
環境・安全に関わる部署は、ある程度作業が増えたと思いま
すが、レスポンシブル・ケア活動によって製造現場に大きな
負荷が掛かるということはなかったと記憶しています。

目標・計画にもトップの意思が

——数値目標の達成度はいかがですか。
長田　ＰＲＴＲにおける優先削減物質については、経営側の理
解を得ながら計画に沿って進めたことで達成できました。一
方、省エネルギーや廃棄物削減等に関しては、ある程度、体
制が固まるまで、それほど高い目標は掲げませんでした。勿
論、法規制は遵守しますが、それ以上の部分は業界内の最低
限の指標をクリアすることを念頭に置いていましたね。最初
は先進的な会員企業の後方を追従することから始め、その間
にかなり体力も付いたので次のステップに移行できたと思い
ます。
——研究開発部門における活動は？
長田　廃棄物削減等における手法の改善、またＰＲＴＲ対象物
質に関しては原則不使用といった要請を行いました。当初は
なかなか徹底されませんでしたが、現在は定着しています。
——レスポンシブル・ケアによる特筆すべき成果はありますか。
長田　トップが環境保全、保安防災等の重要性を今まで以上
に認識し、設備投資などが経営判断に基づいて迅速に行われ
るようになりました。目標・計画の策定にも、トップの意思
が反映されています。それに伴い、従来あまり意識していな
かった物流安全といった分野にも目を配るようになり、現在
は運送会社に対する教育・訓練も実施しています。パフォー
マンスについては、エネルギー使用原単位を大幅に低減する
ことができました。また対外的には、日本政策投資銀行から
ＤＢＪ環境格付に基づく融資を受けるに当たり、環境経営度で
最高ランクの評価をいただきました。当社の活動が外部から
も認められたということで、従業員の励みになっていると思
いますね。

従業員・地域住民の安全を確保する

——社会とのコミュニケーションについて聞かせてください。
長田　当初はＪＲＣＣが主催する地域対話で事例発表を行う程
度でしたが、最近は別府、姫路の両工場で防災訓練等を地元
の自治会の方々に見ていただき、その後に意見交換会を開催
しています。最初は意見交換も乏しいところでしたが、今で
は生産品目や設備、防災体制等に興味を持たれているようで、
当社に対する理解も深まりつつあると感じます。
——東日本大震災以降、大規模災害対策が急がれていますが…。
長田　現時点で阪神・淡路大震災レベルに耐えられるような

新しい技術によるプロセ　 スの改善を通じて、環境に配慮した

ものづくりを実現してい　 きたいと考えています。
設備の耐震化への備えを進めていますが、それ以上の災害に
も備えられるよう見直しを進めています。想定外という部分
がないように、法改正等を待つのではなく、従業員・地域住
民の方々の安全を確保するための体制を整備しなければなら
ないと考えています。
——今後の目標は何ですか。
長田　地域・社会から信頼を得られる会社にしていくために、
省エネルギーやＣＯ２排出削減、廃棄物削減、労働安全、保安
防災といった基本的な活動を地道に継続していきたいと思っ
ています。更に、新しい技術によるプロセスの改善を通じて、
環境に配慮したものづくりを実現することが目標です。
——日化協レスポンシブル・ケア委員会に対する要望等はあ
りますか。
長田　会員交流会には当社も積極的に参加し、非常に役立っ
ています。ＪＩＰＳやＲＥＡＣＨ等、一社では把握し難い様々な
動向を明確に発信していただけるのも有難いですね。今後も
種々の情報提供を継続・充実していただきたいと思います。
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＜安全表彰＞
　化学業界における自主的な保安・安全衛生の推進の一
環として、日化協では昭和５２年から、優れた安全活動
を実施し模範となる事業所を表彰してきました。今年は
１１事業所（内、研究所：１）から応募があり、安全表
彰会議にて審査を行い、特に優れた事業所を選定しまし
た。その後 4 月に安全表彰会議の田村議長と事務局でそ
れぞれの事業所を訪問して、更に詳しく具体的な活動内
容等を調査する予定でしたが、東日本大震災発生により
調査を６月に延期しました。その結果を基に７月開催の
安全表彰会議において、安全最優秀賞、安全優秀特別賞、
安全優秀賞を選定し、９月開催の日化協理事会にて正式
決定しました。

　平成２３年の第３５回日化協安全表彰は、東日本大震災の影響
で決定が９月１６日となり、表彰式に先立ち安全シンポジウム
が１０月２１日に開催されました。なお、表彰式は１２月１６日に日
化協理事会にて執り行われる予定です。

安全最優秀賞	 三井化学株式会社　大牟田工場

安全優秀特別賞	 昭和タイタニウム株式会社
	 田中機工株式会社　境工場
安全優秀賞	 東亞合成株式会社　坂出工場

＜安全シンポジウム＞
　１０月２１日に行われた「安全シンポジウム」は約１１０
名の方々の参加のもと開催されました。西出日化協専務
理事の開会挨拶、来賓の厚生労働省労働基準局安全衛生
部化学物質対策課の半田課長からご挨拶をいただいた
後、受賞された各事業所長からそれぞれの事業所の安全
管理活動について発表が行われました。第２部のパネル
ディスカッションは、例年のテーマである『トップの役
割を中心として「いかにして無災害を継続するか」』に
加えて、大規模震災への対応についても、各事業所長の
方々の考え方、取り組み状況等を話していただきまし
た。その概要を紹介致します。
　なお、活動事例の発表内容、及びパネルディスカッ
ションの内容は、日化協のホームページに掲載しますの
で是非ご覧ください。

三井化学株式会社　大牟田工場（植竹　工場長）
・	大牟田工場は有明海に近接する工場で、１９１２年操業開始、主な製品はポリウレタン

材料、メガネ用プラスチック、医薬、農薬等です。
・	従業員約２,２００人、無災害記録は６００万時間を達成しています。
・	工場の運営方針を定め、ＩＳＯ/ＯＨＳＡＳのマネジメントシステムのもとに年間計画を

立てＰＤＣＡサイクルを回し、継続的に安全活動を展開しています。
・	安全活動としては、工場の特徴、リスク/課題を鑑みた活動を進めており、たとえ

ば、被液防止として不具合箇所の洗い出しと対策、被液体験装置による体験教育な
どを実施しています。ＫＹ活動強化計画（３カ年）を立て安全教育、研修にも注力し
ています。

・	保安防災については地域社会と連携した訓練を実施し、地域と一体となった体制を
構築しています。今後も継続的に、事業所が一体となって安全活動に取り組んでい
きます。

活動事例発表



　事例紹介に引き続き行われたパネルディスカッションでは、田村安全表彰会
議議長が司会を務められ、事例発表をいただいた各事業所代表と日化協・中田
常務理事をパネラーとして「いかにして無災害を継続するか」について討議し
ていただきました。
　始めに、１．事業所トップとして安全に関し最も注力していること、２．地震、
津波、台風等の自然災害への対策に対する考え方について、それぞれのお考え
を述べていただき、引き続き、会場からの質問に対し安全に関するトップの思
いなどについてご紹介いただきました。今年は会場からたくさんの質問をいた
だき、すべての質問にお答えできませんでしたが、活発な討議となりました。
　最後に、中田常務より討議全体に対する感想と日本の化学産業における安全
活動等の自主的活動の重要性の話があり、最後に田村議長から閉会の挨拶と安
全の重要性がますます高くなっており、さらなる安全成績の向上を期待すると
のお言葉を賜りました。

昭和タイタニウム株式会社　（海老沼　代表取締役社長）
・	昭和タイタニウムは昭和電工の関連会社であり、酸化チタン、アルミナビーズ、液

体酸素、窒素を生産しています。
・	安全活動の基本はレスポンシブル・ケアであり、｢一人ひとりが安全・環境意識を高

め安全・環境文化を定着しよう｣のスローガンを掲げ、安全意識の高い人づくりを進
めています。

・	安全活動としては、基本ルールの徹底や指差呼称、｢注意！ありがとう運動｣などに
取り組み、リスクアセスメントによるリスク低減を進めています。

・	今後も、無災害継続のため日々のコミュニケーションと安全風土の醸成など安全文
化の定着を進めていきます。

田中機工株式会社（旭化成建材株式会社）（後藤　所長補佐）
・	田中機工は旭化成建材境工場の中にある関連会社でＡＬＣ製造の後加工を受け持って

います。主な業務はＡＬＣの切断加工、検査、補修等です。
・	境工場の安全衛生管理組織の下に田中機工の環境安全衛生管理組織を作り安全活動

に取り組み、１７年間無災害を継続しています。
・	非定常作業のＫＹ活動、ＨＨＫ提案活動、ＴＰＭ活動など現場主義の活動を中心に、決

められたことをきちんと守ることを基本に取り組んでいます。
・	今後も決められたことを愚直に守り、魂を入れた活動を継続していきます。

東亞合成株式会社　坂出工場（森　工場長）
・	坂出工場は瀬戸内海に面しており、水溶性ポリマー、アクリル系モノマー、無機化

合物を中心に製造しています。１９３５年に操業を開始し、これまで幾多の人員削減を
経験してきました。

・	従業員数は４０人程で家族的一体感があり、安全文化の源となっています。
・	活動の特徴は場所を決めた集中的な５Ｓ、リーダーが率先して進めるＫＹＴなどで

す。少人数でも職場への愛着等をもとに実りある活動の展開をめざしています。
・	今後もゼロ災の継続に向けてコミュニケーション力の向上，安全文化の継承等に取

り組んでいきます。

パネルディスカッション
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住化スタイロン ポリカーボネート 株式会社
愛媛工場

事業所の概要

　住化スタイロン ポリカーボネート㈱（以下ＳＳＰＣ）は、

１９９６年に住友ダウ㈱として設立され、本年４月に社名を変

更しました。

　ＳＳＰＣ愛媛工場は、住友化学㈱愛媛工場菊本地区内にあり、

新居浜地区コンビナートに属しています。

　社名に含まれているとおりポリカーボネート樹脂及びその

ブレンド樹脂を製造しています。ポリカーボネート樹脂は、

耐衝撃性、透明性、難燃性、熱安定性に優れた樹脂で、電気

電子製品、建築部材、自動車部品等多岐にわたって使用され

ています。

　愛媛工場では、ＳＳＰＣのビジョンである「優れた技術力に

裏付けされた、世界一の品質を備えた高付加価値ポリカーボ

ネート製品のグローバルリーダーとなる。」べく、日々取り

組んでいます。

レスポンシブル・ケア活動

　ＳＳＰＣは、２０００年４月にＪＲＣＣに加盟し、レスポンシブ

ル・ケア活動を展開しています。２０００年７月にＩＳＯ９００１、

２００２年１２月にＩＳＯ１４００１認証を取得し、品質保証、環境保

全の取り組みを進めています。

　愛媛工場では、操業以来、休業災害ゼロを継続しており、

本年９月には、完全無災害継続１００万時間を達成しました。

各課でリスクアセスメントを実施し、危険の芽を摘み取りな

がら安全衛生活動に取り組んでいます。

　保安防災関係では、通報連絡および避難訓練やライフゼム

（空気呼吸器）の装着訓練を定期的に実施しています。また、

工場火災発生を想定し、市消防本部や共同防災隊と連携した

石油コンビナート防災訓練も実施しています。

　快適な職場づくりにも従業員各自が積極的に取り組み、Ｔ

ＱＣ＋ＴＰＭと安全衛生を統合させた「Ｍｉｇｈｔｙ−ＰＣ活動」

と名づけた小集団での改善活動を実施しています。

地域とのコミュニケーション

　愛媛工場は、住友化学㈱愛媛工場に位置することもあり、

住友化学グループの一員として、地域一斉ボランティア清掃

活動に積極的に参加しています。

　また、住友化学構内関係各社と連携して、近隣自治会と定

期的に会合を持ち、工場見学会や意見交換会を実施し、交流

を図っています。

　今後も、ＳＳＰＣの使命である「高い倫理観を持ち、安全、

健康、環境保全に努め、卓越した製品と最適なサービスを提

供することにより、顧客、従業員、株主、そして社会に貢献

する」を継続していきたいと考えています。

工場全景

防災訓練

工場外観
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株式会社ニチノーサービス
佐賀事業所

事業所紹介

　㈱ニチノーサービス佐賀事業所は１９６９年に日本農薬㈱佐

賀工場として竣工しました。その後、２００２年に効率的な生

産と更なるサービス向上を目的に子会社化され、㈱ニチノー

サービス佐賀事業所として新たに誕生しました。

　当事業所は今年３月に全面開通した九州新幹線の新鳥栖駅

から西へ約６ｋｍの佐賀県三養基郡上峰町にあり、面積は約

８４,０００ ｍ２で従業員は９０名です。すぐ近くには国内最大と

なる弥生時代の『吉野ヶ里遺跡』があり、魏志倭人伝に出て

くる「邪馬台国」の時代を彷彿させるロマンに満ち溢れた国

の特別史跡として整備されています。

　当事業所では、主に農家の皆様にご使用いただく「農薬」

を生産しています。その種類は、殺虫剤、殺菌剤、殺虫殺菌

混合剤等多岐に渡り、国内はもとより海外へも多数輸出され

ています。

レスポンシブル ･ ケア活動

　佐賀事業所は２０００年にＩＳＯ９００１、２００４年にＩＳＯ１４００１

の認証を取得しました。

　その後、２０１１年７月にマネジメントシステムの統一と効

率的な運営等を目的に全事業所（福島事業所、鹿島事業所、

大阪事業所、佐賀事業所）を統合した認証に切替えて、新た

にスタートしています。

　㈱ニチノーサービスのＲＣ活動は親会社の日本農薬㈱と連

携して進めており、当事業所をはじめ全事業所とも年度の初

めに他の事業所長と日本農薬㈱のメンバーによるＲＣ監査を

実施して前年度課題の対応評価、職場巡回等を行い、中間期

には日本農薬㈱環境安全部とＲＣ会議を開催し、ＲＣコードの

取り組みや進捗について意見交換するなど積極的なＲＣ活動

を行っています。以下にＲＣコードにおける佐賀事業所の活

動と取り組みをご紹介します。

　「環境保全」は、廃棄物の有効利用について２００７年度に

ゼロエミッションを達成し、現在も継続しています。また、

２００８年度より重油及び灯油を天然ガスに切替えて二酸化炭

素の排出量を約３０％削減しています。グリーン購入の推進

も積極的に行い約９０％を達成しています。

　「保安防災」は、法令に従い火災報知機、消火器の定期点

検及び消防訓練を確実に実施し、また化学物質の流出や排水

処理設備トラブルを想定した緊急事態訓練を毎年行っていま

す。

　「労働安全衛生」は、点検重点項目を決めて事業所安全衛

生委員会パトロールによる職場チェックを行い、ヒヤリハッ

ト活動では実際のヒヤリに加えて先取りヒヤリ（想定ヒヤリ）

も進め、提出されたヒヤリハットを毎朝の朝礼時に紹介して

個人の安全衛生に対する意識を高めています。農薬製品のラ

ベルには作物名、適用病害虫名、希釈倍数、使用時期、使用

回数等、「農薬取締法」に基づき農林水産省より登録取得し

た事項が多数記載されています。この記載事項に誤りがある

と安全かつ適正な農薬の使用が困難になるため、当事業所で

も万全の体制でラベルチェックを行い、正しい農薬の使用が

できるよう「化学品・製品安全」に努めています。

　「社会との対話」として農業関係者をはじめとする多数の

皆様に見学いただき、農薬の安全性や正しい使用方法につ

いて理解を深めていただいています。２０１０年度は４１団体、

７３９名の方々にお越しいただきました。

地域とのコミュニケーション

　佐賀事業所は４社が集まった工業団地にありますが、近く

に水田、畑、木々が沢山あり自然環境に恵まれています。こ

の環境を守り地域社会と共存していくため、積極的に地域と

の関わりを持つようにしています。毎年、当事業所のＲＣ活

動が記載されたレスポンシブル・ケアレポート（日本農薬㈱

が発行）を地域の代表者の方々にお渡しして、当事業所のＲＣ

の取り組みについて理解を深めていただいています。

　また、事業所周りの清掃活動、草取り等を行い地域の美化

に努め、地域とのコミュニケーションを大切にしています。

今年は節電を目的に緑のカーテンとしてゴーヤ、朝顔、ミニ

トマト等を事務所前に植えました。節電の成果に加え、沢山

のゴーヤやミニトマトが収穫できました。

事業所全景

工場周辺の清掃作業

緑のカーテンと収穫し
たゴーヤ、ミニトマト
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　２０１１年１０月１５日（土）、第４回新潟北地区地域対話

が、中条グランドホテルで開催され、自治会 ･ 市民団体

３７名、行政５名、議員関係者１名を含む、総計６９名が

参加しました。当地区は会員企業が４社ということもあ

り、今回は継続可能な身の丈に合った開催規模のもとで

住民の方々との対話を深めることをねらいとし、企業を

より身近に感じていただくために当地区で初めて工場

見学を取り入れました。

　今回工場見学を行った水澤化学工業㈱中条工場は、同

地区にて産出される酸性白土を原料として石油や油脂

の精製に必要な活性白土を製造している主力工場です。

さらに同工場では酸性白土を原料とした多種のファイ

ン製品を開発し、無リン洗剤の洗浄助剤や塩ビ製品用安

定剤等を製造しています。製造部長から工場概況の説明

後、４班に別れて実験室や分析室を見学し、その後各製

造現場を回りました。当日はあいにく場内点検のため操

業が停止していましたが、時間をかけた丁寧な説明で住

民の方には十分理解していただけたようです。工場見学

後、「粉末を扱っている割には場内がきれいだという印

象を持った。粉塵対策等の教育を実施しているのか」「硫

酸白土を製造する工程では、温度管理はしているのか」

といった専門性のある質問も出ていました。

　地域対話は会場をホテルに移して行い、最初に日本化

学工業協会がレスポンシブル・ケア活動についてＤＶＤを

放映しました。引き続き水澤化学工業が原土発掘所にお

ける環境保全について、やせた土壌に強い“にいがた千

年松”や“ヤシャブシ”を植樹し緑化に努めていること、

湧き水による法面の崩壊を防止する地滑り対策を行っ

地域対話を開催
第４回　新潟北地区地域対話

ていること等を説明しました。

　ＮＰＯ法人加治川ネット２１からは地元地域に密着した

環境保全、文化振興に関する事業活動について紹介し

ていただきました。子供たちは地域の環境や文化に触

れ、その学んだ成果を環境学習体験発表会やパネルセッ

ションを通じて公表しています。学校支援事業では小学

校等への出前教育だけでなく、先生方にもきちんと自然

について学んでいただこうと、教員向け講座も開設して

いるとのことでした。基調講演では、元東京消防庁小

金井消防署長　高野 甲子雄 氏が「マニュアルにない災

害への対処は如何に（自分の周囲を知る）」と題し、大

災害（１９８２年ホテルニュージャパン火災等）の体験を

例に挙げ、如何に状況判断が大事であるかを述べられま

した。災害はマニュアル通りに発生するものではないが

“災害対応は初動が全て”であり、現場のリーダーが迅

速な判断を怠ると更なる危険が生じると、迫力のある講

演をされ、参加者は３.１１東日本大震災と重ね合わせ真

剣に聞き入っていました。

　パネルディスカッションでは、住民の方から多くの質

問が途切れなく挙がり、元消防署長に適切な初動行動を

とるための訓練方法や、適切な避難場所について質問

が出ました。その他にも水澤化学工業の緑化活動につい

て、有害物質が流れ出た際の対策について質問が寄せら

れました。最後に地域対話の更なる向上を切望する貴重

なご意見もいただき、当地区だけでなく地域対話を実施

している企業全てが考えるべきテーマであると感じま

した。
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【講義について】
・	これからリスクコミュニュケーションに関わっていく私

にとって、そもそもの基本的な話から講義していただ
き、勉強になった。

・	何故リスクコミュニュケーションが必要なのか、講習前
までずっと疑問だったのが、明確になった。

・	リスクコミュニュケーションに限らず、普段の会話（対
話）の中で、相手の意思をどうやって確認するか、相手
の関心事を見極めてどう受け答えし、こちらの意思を伝
えるか、ということが良く分析されており、なるほどと
思った。

【演習について】
・	プレゼンテーション内容について、専門的になりすぎ

ず、理解されやすく目的に合ったものにするため、表
現・記載内容にどのようなものを選び、どのようなもの
が必要であるか、手順の1つが理解できたと思った。

・	自分と異なる役割を与えられたことで、色々な視点から
化学工場を見ることができた。思いもしない質問が出た
りして非常に面白かった。

・	今後の地域対話に直結しており、非常に良かった。
・	実際の立場になった時のトレーニングとしては役立った

と思う。本番に向けては、かなりの準備や練習が必要で
あることを認識した。

リスクコミュニケーション研修
　２０１１年９月１４〜１５日、１泊２日の日程でリスクコ
ミュニケーションについての研修を行いました（参加
者２５名）。年１回、東京近辺と大阪で交互に開催して
おり、今年はクロスウェーブ幕張（千葉県）にて開催
しました。
　この研修は、地域対話を担当されている方だけでな
く、関心のある会員の方ならどなたでも参加いただけ
ます。リスクコミュニケーションの大切さ、そのノウ

ハウを学ぶことは地域対話だけでなく社内外の様々な
コミュニケーションに役立てていただけるものと思い
ます。
　はじめに講義で基礎力を養い、グループに分かれて
演習、最後に模擬形式で対話を行いました。
　研修は毎年好評をいただいております。機会があり
ましたら是非ご参加ください。

◆１日目
・講　義
　「リスクコミュニケーション概論　
　　—ステイクホルダーの関心—」
・演習１
　臭気、保安防災などテーマごとにグループに
別れて、地域対話の参加者の立場（町会長、主
婦、学校の先生など）になってテーマに対する
質問・意見を出していきます。
　夜はグループワークが円滑になるよう懇親会
で親睦を深めます。
◆２日目
・演習２
　１日目で出た質問・意見を参考にして、模擬
対話用の発表資料を作成します。
・演習３
　対話スキルトレーニング：グループごとに発
表者（司会役、発表者役、ファシリテーター
役）になり、発表者以外は参加者の立場になっ
て模擬対話を行います。

【全体を通して】
・	自分の会社に立ち戻って考えると、十分な対策、説明が

できるか不安である。また一方的に説得するのではな
く、気長に対話するという姿勢で取り組む必要があると
感じた。

・	懇親会も含め、非常に楽しい雰囲気で学べた。かなり具
体的な内容だったので役立つと思う。

●対話スキルトレーニングについて

参加者へのアンケートより

リスクコミュニケーション研修概要

講義（織朱實　関東学院大学教授）

模擬対話

グループ演習

グループ演習

大いに役立った
68

役立った
32
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　アジア・太平洋地区におけるレスポンシブル・ケア
活動の普及推進を目的としたＡＰＲＣＣが１０月２６日、２７
日の両日にインドネシアのバリ島で開催されました。Ａ
ＰＲＣＣは１９９５年に香港で始まり今年で１２回目になりま
す。２００３年までは１年に一回開催されていましたが、
その後は２年に一回のペースで開催されています。参加
者はアジア太平洋地区に限らず北米、欧州、湾岸諸国、
コロンビアから合計約１３０名を数え、レスポンシブル・
ケア（ＲＣ）活動の広がりを実感できる会議でした。
　会議は①ＩＹＣ（世界化学年）記念講演、 ②レスポンシ
ブル・ケア（ＲＣ）活動状況、③ＧＰＳ（グローバル製品
戦略）、 ④ＧＨＳ（化学品の分類と表示を世界的に統一す
る仕組み）、 ⑤化学安全・保安、⑥対話のセッションに
分け、熱の籠った発表や議論が行われました。日本から
は 2 名の発表者と 1 名の座長を出し、ＡＰＲＣＣの成功に
貢献しました。
　同時に、世界化学年（ＩＹＣ）を記念しＩＹＣに関する
各協会活動がパネル展示されました。日化協もブースを
確保し ①日本でのＩＹＣ活動、 ②ＪＩＰＳ、 ③ＬＲＩ、④人材
育成、 ⑤夢化学 –２１、⑥日本の化学工業についての展示
を行いました。また、夢化学 –２１が作成した子供向け
のビデオ「ふしぎの国の化学」※ の英語版のデモンスト
レーションを行いました。
　※http://www.kagaku21.net/index2.shtml

APRCC
（アジア・太平洋レスポンシブル・ケア会議）

　ＲＣＬＧ（レスポンシブル・ケアリーダーシップグルー
プ）会議はＩＣＣＡ（国際化学工業協会協議会）の下部組
織であり、世界中でレスポンシブル・ケア（ＲＣ）活動
を実践している協会のメンバーが年 2 回春と秋に一堂に
会してＲＣ活動の推進に関して議論する場です。２０１１年
春は定例の米国フロリダより欧州のブラッセルに変更
して開催されましたが、秋はアジア・太平洋レスポンシ
ブル・ケア会議（ＡＰＲＣＣ）の開催に合わせて１０月２６日、
２７日にインドネシアのバリ島で開催されました。今回
の会議では日化協より東日本大震災の状況説明及び各
国の支援へのお礼を述べました。
　 会 議 は イ ン ド ネ シ ア 工 業 会 の 会 長 Mr. Hydayat 
Nyakman、ＲＣＬＧ議長の Mr. Peter Cartwright の挨拶で
始まり、参加者の自己紹介に引続き 4 月にブリュッセ
ルで行われたＲＣＬＧ議事録の確認が行われました。今
回の主要議題は ① RC ８原則の改訂、②ＫＰＩ（Key 

Performance Indicator） の 項 目 削 減、 ③ＣＰ＆ＨＬＧ
（Chemical Policy and Health Leader Group）との合併、 
④プロセス安全でした。
　ＲＣ８原則は各国協会が実践するべき基本方針を示し
たものであり、今回、大改訂が提案されています。大き
な変更点は参加条件を明確にしたこと、及び参加後５年
目、１０年目の達成するべき必要条件が追加されたこと
です。改訂案の中のＲＣ活動が活発でない協会を除名す
るという表現はボランタリーなＲＣ活動には適切ではな
く、ＲＣのロゴやタイトルの使用を制限するという代替
案を日化協より出しました。議論の結果、日化協案で表
現を修正することとなりました。１１月末を目標に最終
案を作成しＩＣＣＡへ提案する予定です。
　ＫＰＩの削減項目については、ＡＰＲＯメンバー協会の報
告実績を基にして解析を行い、ＡＰＲＯメンバー協会が報
告できる項目に絞る提案を行いました。その他の協会の

RCLG会議

APRCC
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APRCC主催協会一覧

No.	 Year	 Venue
1st	 1995	 香港
2nd	 1996	 北京
3rd	 1997	 東京
4th	 1998	 台北
5th	 1999	 上海
6th	 2000	 シンガポール
7th	 2001	 バリ
8th	 2003	 ソウル
9th	 2005	 マニラ
10th	 2007	 クアラルンプール
11th	 2009	 東京
12th	 2011	 バリ

　APRCC の開催運営を目的として設立されたＡＰＲＯの会議が１０月
２６日の夜に開催され、２２時まで白熱した議論が行われました。
　今回の議題は以下の通りです。
　　１．ＡＰＲＯの組織強化
　　２．ＡＰＲＯの規約確認
　　３．ＡＰＲＯ議長の選出
　　４．次回の APRCC の開催地の選定
　ＡＰＲＯの組織強化は APRCC に合わせて行われているＡＰＲＯ会議
の開催を増やすことから始めることが決まりました。新メンバー参
加条件について議論したものの結論に至らなかったので、２０１２年１
月末までに各協会の意見をＡＰＲＯ事務局に提出することになりまし
た。また、次回開催国の投票も各協会意見と一緒に事務局提出とな
りました。
　なお、議長は日本化学工業協会の吉原氏が再任されました。

意見などを反映させ、①報告義務項目、②報告すること
を強く希望する項目、③その他の項目の３種類に分ける
ことを決定し、詳細はワーキンググループで議論し提案
することになりました。
　ＣＰ＆ＨＬＧとＲＣＬＧの統合は２０１３年末を目標として
進めることが決まっています。
　プロセス安全は化学品管理（ＧＰＳ）に続く重要なＲＣ
活動の柱として位置付け、活動の活発化を行っていま
す。この活動はＯＥＣＤ、Ｃｅｆｉｃ（欧州化学工業連盟）が
中心となって活動を進めています。
　通常はアジアからのＲＣＬＧへの参加は日本以外にＡＩＣ
Ｍ（中国の多国籍化学企業の協会）、ＴＲＣＡ（台湾）ですが、
今回はＡＰＲＣＣに合わせて行われたのでＡＰＲＯメンバー
協会からの参加（オーストラリアは不参加）があり、メ
ンバー協会から多くの意見が出されました。ＡＰＲＯの議
長協会かつ毎回参加の日化協がアジアの意見を集約し、

ＲＣＬＧ会議で意見を述べることの重要性を痛感できる場
でもありました。
　次回は２０１２年４月２７日、２８日に米国フロリダで開
催されることが決まっています。

APRO会議

RCLG会議

APRO（アジア・太平洋
レスポンシブル・ケア機構）会議
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　全国１５地区で隔年に開催している地域対話は、今年
度は７地区で開催予定です。
　既に新潟北地区は１０月１５日に、山口西地区は１１月１９
日に開催しました。各地区の対話の様子は順次ニュース
でご紹介の予定です。

　レスポンシブル ･ ケア（ＲＣ）の重要な活動として、
活動の成果を社会に公表して評価をいただくことや、社
会とのコミュニケーションを行うことがあります。レス
ポンシブル・ケア委員会（ＲＣ委員会）では発足以来（１９９５
年）会員の活動を集約して、ＲＣ委員会としての活動も
含めた年次報告書である「レスポンシブル ･ ケア報告書」
を発行しています。報告書は会員各社へ配布するだけで
なく、関係官庁、全国図書館、大学、新聞社、ＮＧＯ等
にも配布しています。また英語版も作成し世界の化学団
体や企業にも送っています。

２０１１年度の地域対話

レスポンシブル ･ケア報告書の発行及び報告会について

今後開催される地域対話

　本年度は３月１１日の東日本大震災のため、会員企業
のパフォーマンスデータの集約が遅れているため、「レ
スポンシブル・ケア報告書」の発行及び報告書報告会の
開催が大幅に遅れております。
　「レスポンシブル・ケア報告書」は２０１２年１月中旬頃
に発行の予定です。
　また報告書報告会は２０１２年２月下旬頃に開催の予定
です。開催日、内容が決まり次第 JRCC のホームページ
にてお知らせいたします。

新潟北

鹿島

千葉

川崎
愛知

四日市

大阪

山口東

山口西

兵庫

大分 岡山 堺・泉北

富山・高岡

岩国・大竹
	 地区名	 　　　開催予定日
	 川崎地区	 2011年12月３日（土）
	 堺・泉北地区	 2012年２月７日（火）
	 大分地区	 2012年２月25日（土）
	 岩国・大竹地区	 2012年３月１日（木）
	 富山・高岡地区	 2012年３月10日（土）

地域対話開催15地区

　レスポンシブル・ケア委員会（ＲＣ委員会）は、２０１２
年５月の日化協との完全統合に向けて、より広い業界で
のレスポンシブル・ケア活動を推進するためＲＣ委員会
に未だ未加入の日化協会員に加入を呼びかけています。
　また親会社がＲＣ委員会会員の下記会社は、親会社と

日化協との完全統合に向けて
協働してレスポンシブル・ケア活動をより推進するた
め、１０月１日付けでグループ登録会員に変更となりま
した。
　この結果、ＲＣ委員会会員数は１０月末現在８７社となっ
ています。

会社名	 親会社名（グループ登録名）
サンアロマー㈱	 昭和電工㈱
住化スタイロン ポリカーボネート㈱	 住友化学㈱
テクノポリマー㈱	 ＪＳＲ㈱
日本アクリル化学㈱	 ローム・アンド・ハース・ジャパン㈱
日本ビー・ケミカル㈱	 日本ペイント㈱
水澤化学工業㈱	 武田薬品工業㈱
ＵＭＧ　ＡＢＳ㈱	 宇部興産㈱
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住化精化（株）
執行役員　知的財産、品質保証担当、RC室長
長田　学さん

公益社団法人　日本化学会　会長
岩澤　康裕

第４回　新潟北地区地域対話
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（株）ニチノーサービス　佐賀事業所
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6
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地域対話を開催
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●● 今年もあと一ヶ月余となってしまいました。歳を取るに時間の進みが加速度的
に早くなります。これは感激すること、熱中することが少なくなったことと、反省
するこの頃です。
●● さて、表紙の写真は２０１０年冬号から各社のプラント夜景写真を掲載させていた
だいておりますが、そろそろネタ切れです。夜景写真がありましたら是非ご連絡を
お願いいたします。

表紙写真の説明
「波頭に製造所をのぞむ夜」
夜風に潮がうねり、やわらかな響きとともに場内を吹き抜けていく。
宵闇に浮かび上がるプラントのたたずまいは、陸に無数の漁り火がともされたかのよう。

日本ポリウレタン工業㈱提供
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☆会員動向（会員数：８７社　２０１１年１０月末現在）

　社名変更　

　　ダイセル化学工業株式会社→株式会社ダイセル（１０月１日付）

☆行事予定

２０１１ 年	１２月１日	 会員交流勉強会（東京）

	 １２月３日	 川崎地区　地域対話

	 １２月６日	 消費者との対話（東京）

	 １２月７日	 会員交流勉強会（大阪）

	 １２月１６日	 安全表彰　表彰式（日化協理事会にて）

	 １２月２６日	 先生との対話

２０１２年	 ２月７日	 堺・泉北地区　地域対話

	 ２月２５日	 大分地区　地域対話

西出　徹雄
一般社団法人 日本化学工業協会
〒104-0033　東京都中央区新川１－４－１
TEL　03 － 3297 － 2583
FAX　03 － 3297 － 2615
URL　http://www.nikkakyo.org/


